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1.15
平成 27年
（2015 年） 白井市は

「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。

任期付短時間勤務職員（保育士・
栄養士・調理員）を募集します
　市では、市立保育園の待機児童などの解消を図るため、限られた任期で

短時間勤務（週31時間以内）を行う保育士などを募集します。

勤務場所　白井市立保育園（清水口・南山・桜台）

募集要件　保育士・栄養士は各登録証を有し、調理員共に昭和44年4月2日

以降に生まれた人（45歳以下）

募集人数　保育士12人、栄養士1人、調理員1人

任期　平成27年4月1日～平成28年3月31日

　市では、職員の育児休業取得などに伴い、任期付職員（作業

療法士）の募集を行います。

勤務場所　こども発達センター（保健福祉センター内）

募集要件・人数　作業療法士の資格を有し、昭和44年4月2日以

降に生まれた人（45歳以下）　1人

任期　平成27年4月1日～平成28年3月31日

市育休任期付職員
（作業療法士）を募集します

■申・■問　所定の応募書（総務課・市ホームページにあります）に必要事項を記入の上、履歴書、資格証の写しを添えて、
2月10日㈫までに、郵送（消印有効）か直接総務課人事班　内線3314・5へ

※任期付職員とは、給料・各種手当および勤務時間などが正規職員と同様で、採用期間を定めた職員です。

市
・
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申
告
を

◆
申
告
が
必
要
な
人

　
市
・
県
民
税
の
申
告
ま
た
は
確
定

申
告
が
必
要
な
人
は
、
平
成
27
年
1

月
1
日
現
在
で
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

平
成
26
年
中
の
状
況
が
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
で
す
。

【
市
・
県
民
税
】

●
所
得
が
給
与
所
得
の
み
で
、
勤
務
先

か
ら
市
に
給
与
支
払
報
告
書
（
源
泉
徴

収
票
）
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
人

●
所
得
税
の
確
定
申
告
の
必
要
は
な

い
が
、
生
命
保
険
料
控
除
な
ど
の
各

種
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

●
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受

給
し
、
ほ
か
の
所
得
が
な
か
っ
た
人

●
所
得
が
な
く
、
ほ
か
の
誰
の
扶
養

親
族
に
も
な
っ
て
い
な
か
っ
た
人

●
他
市
町
村
に
居
住
し
て
い
る
納
税

者
の
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
る
人

※
市
・
県
民
税
は
、
所
得
が
あ
れ
ば

申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
所
得
税
】

〈
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が

あ
る
場
合
〉

●
平
成
26
年
中
の
所
得
の
合
計
が
基

礎
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控

除
の
合
計
額
を
超
え
る
人

※
所
得
税
の
申
告
が
必
要
な
い
場
合

で
も
、
市
・
県
民
税
の
申
告
は
必
要

に
な
り
ま
す
。

〈
給
与
所
得
が
あ
る
場
合
〉

●
給
与
収
入
が
2
千
万
円
を
超
え
た

人●
給
与
以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超

え
た
人

●
2
カ
所
以
上
の
勤
務
先
な
ど
か
ら

給
与
収
入
が
あ
っ
た
人

●
医
療
費
控
除
や
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
な
ど
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所

得
税
の
還
付
を
受
け
る
人

●
平
成
26
年
の
途
中
で
退
職
し
た
人

で
、
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
人

◆
自
書
指
導
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

　
市
・
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の

確
定
申
告
は
、
申
告
者
自
身
が
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
会
場
に
配
置
す
る
指
導

員
が
巡
回
し
な
が
ら
申
告
者
か
ら
の

質
問
に
答
え
る
、
自
書
指
導
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
計
算
な
ど
が
複
雑
で
個
別
に
指
導

を
受
け
る
場
合
は
、
事
前
に
収
入
金

額
や
必
要
経
費
、
各
種
控
除
に
か
か

る
書
類
を
整
理
し
、
農
業
者
や
事
業

者
な
ど
は
事
前
に
収
支
内
訳
書
を
作

成
し
て
く
だ
さ
い
。

　
期
間
中
は
、
作
成
済
み
の
確
定
申

告
書
も
提
出
で
き
ま
す
。

◆
年
金
所
得
者
に
係
る
確
定
申
告
不

要
制
度

　
年
金
所
得
者
の
う
ち
、
公
的
年
金

の
収
入
額
が
4
0
0
万
円
以
下
で
、

公
的
年
金
な
ど
に
か
か
る
雑
所
得
以

外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
人

は
、
所
得
税
の
申
告
は
不
要
で
す
が
、

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確

定
申
告
書
は
提
出
で
き
ま
す
。
ま
た
、

所
得
税
の
申
告
が
必
要
な
い
人
で
も
、

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
に

記
載
の
な
い
生
命
保
険
料
な
ど
の
控

除
を
受
け
る
場
合
は
、
市
・
県
民
税

の
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
確
定
申
告
は
電
子
申
告
が
便
利
で
す

　
国
税
庁
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を

利
用
し
た
電
子
申
告
を
推
進
し
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
定
申
告
書

な
ど
の
作
成
が
簡
単
に
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
電
子
申
告
は
、
初
期
登
録
を
含
む

一
連
の
操
作
で
確
定
申
告
書
の
作
成

か
ら
送
信
ま
で
行
う
こ
と
が
で
き
、

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
作
成
し
た
申
告
書
な
ど
は
、
印
刷

し
て
、
そ
の
ま
ま
提
出
す
る
こ
と
も

で
き
便
利
で
す
。

　
詳
し
い
内
容
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

　
日
程
や
確
定
申
告
に
必
要
な
も
の

な
ど
に
つ
い
て
は
、
2
ペ
ー
ジ
お
よ

び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、

直
接
課
税
課
市
民
税
班
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
青
色
申
告
や
消
費
税
、
贈

与
税
、
株
式
・
土
地
の
譲
渡
所
得
な

ど
の
申
告
書
の
作
成
や
相
談
は
、
市

で
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
提
出
を

す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

※
還
付
申
告
は
、
す
で
に
給
与
な
ど
の

支
払
い
の
際
に
、
所
得
税
が
差
し
引
か

れ
て
い
る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
　
市
・
県
民
税
　
課
税
課
市
民
税

班
　
内
線
3
1
3
1
〜
3

　
所
得
税

成
田
税
務
署

　
☎
0
4
7
6
（
2
8
）

5
1
5
1
（
代
表
）

　
市
役
所
庁
舎
は
耐
震
性
能
の
不

足
や
施
設
・
設
備
の
老
朽
化
な
ど

多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
「
白
井
市

庁
舎
建
設
等
検
討
委
員
会
」
を
設

置
し
庁
舎
整
備
に
向
け
た
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
「
庁

舎
整
備
基
本
設
計
（
案
）」
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
下
記
の
と

お
り
、
住
民
説
明
会
お
よ
び
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）

を
行
い
ま
す
。

　
基
本
設
計
案
の
概
要
は
、
広
報

2
月
1
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
住
民
説
明
会
】

日
時
　
2
月
7
日
㈯
　

午
前
10
時
〜
正
午
（
受
付
開
始
　

9
時
30
分
〜
）

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
3
階

団
体
活
動
室

【
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
】

公
募
期
間
　
1
月
28
日
㈬
〜
2
月

17
日
㈫

閲
覧
場
所
　
管
財
契
約
課
窓
口
、

市
役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
図

書
館
、
各
セ
ン
タ
ー
（
閉
庁
日
を

除
く
）、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

対
象

　
住
民
説
明
会
・
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
共
に
、
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
人
、
市
内
に
事
業

所
を
有
す
る
法
人
・
団
体
な
ど

問
　
管
財
契
約
課
管
財
契
約
班 

　
内
線
3
3
4
1
・
2

　

白井市役所

申告は忘れずに行いましょう

　
市
で
は
、
平
成
26
年
分
の
市
・
県
民
税
の
申
告
に
係
る
個
別
相
談
を
2
月
16
日
㈪
か
ら
27
日
㈮
ま

で
行
い
ま
す
。
順
番
の
受
け
付
け
は
、
午
前
8
時
30
分
か
ら
先
着
順
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
や
医
療
費
控
除
な
ど
で
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告

書
の
提
出
は
、
申
告
期
間
前
で
も
無
料
相
談
や
自
書
説
明
会
な
ど
で
順
次
受
け
付
け
ま
す
。

　
所
得
税
の
還
付
申
告
は
お
早
め
に
（
確
定
申
告
の
日
程
な
ど
詳
細
は
2
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

2
月
16
日
㈪
か
ら
3
月
16
日
㈪
ま
で
受
け
付
け
ま
す
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

こ
ん
な
人
は
還
付
申
告
を

　
給
与
所
得
者
が
提
出
で
き
る
還
付

申
告
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

【
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
（
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
）】

　
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し
て
新

築
ま
た
は
中
古
の
マ
イ
ホ
ー
ム
の
購

入
や
既
存
の
マ
イ
ホ
ー
ム
の
増
改
築

な
ど
を
行
い
、
そ
の
要
件
が
新
築
ま

た
は
増
改
築
し
た
場
合
は
、
次
の
①

か
ら
⑤
ま
で
、
中
古
住
宅
の
場
合
は

①
か
ら
⑥
ま
で
の
全
て
に
当
て
は
ま

る
場
合
に
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
マ
イ
ホ
ー
ム
の
取
得
日
か
ら
6
カ

月
以
内
に
入
居
し
、
引
き
続
き
居
住

し
て
い
る
こ
と

②
申
告
者
の
合
計
所
得
が
3
、   

0
0

0
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

③
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
返
済
期
間
が

10
年
以
上
あ
り
、
月
賦
の
よ
う
に
分

割
で
返
済
し
、
平
成
26
年
12
月
31
日

現
在
で
年
末
残
高
が
あ
る
こ
と

④
1
棟
の
家
屋
で
床
面
積
が
50
平
方

㍍
以
上
あ
り
、
床
面
積
の
2
分
の
1

以
上
が
専
ら
居
住
用
で
あ
る
こ
と

⑤
居
住
年
ま
た
は
そ
の
年
の
前
後
2
年

以
内
に
、
譲
渡
所
得
に
係
る
一
定
の
特

例
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

⑥
家
屋
の
取
得
の
日
か
ら
さ
か
の
ぼ

っ
て
20
年
以
内
（
耐
火
建
築
物
に
つ

い
て
は
25
年
以
内
）
に
建
築
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と

【
医
療
費
控
除
】

　
自
分
や
自
分
と
生
計
を
同
一
に
す

る
親
族
の
病
気
や
け
が
な
ど
で
医
療

費
を
支
払
っ
た
場
合
、
一
定
の
金
額

の
所
得
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

対
象
と
な
る
医
療
費
　
平
成
26
年
中

に
支
払
っ
た
医
療
費
か
ら
、
保
険
金

な
ど
で
補ほ
て
ん填
さ
れ
た
金
額
を
引
き
、

さ
ら
に
10
万
円
（
総
所
得
金
額
な
ど

が
2
0
0
万
円
未
満
の
場
合
は
そ
の

5
㌫
相
当
額
）
を
引
い
た
金
額
（
最

高
2
0
0
万
円
ま
で
）

◆
無
料
相
談
・
自
書
指
導
会

　
市
で
は
、
申
告
者
に
補
助
者
が
付

き
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
申
告
書
を
作

成
し
て
提
出
で
き
る
、
税
理
士
会
が

行
う
「
無
料
相
談
」
や
市
役
所
で
申

告
書
を
作
成
し
て
提
出
で
き
る
「
自

書
指
導
会
」
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　
開
催
日
に
は
、
既
に
申
告
者
自
身

で
作
成
し
た
申
告
書
も
会
場
で
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
確
定
申
告
に
必
要
な
も
の
」
は

右
下
枠
の
と
お
り
で
す
。

　
無
料
相
談
・
自
書
指
導
会
な
ど
の

日
程
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
税
理
士
会
が
行
う
無
料
相
談
は
、

譲
渡
所
得
・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
の
1
年
目
は
相
談
で
き
ま
せ
ん
。

※
所
得
税
の
青
色
申
告
や
譲
渡
所
得
、

消
費
税
、
贈
与
税
な
ど
に
つ
い
て
は

市
で
は
申
告
用
紙
の
配
布
の
み
を
行

い
ま
す
。
申
告
に
つ
い
て
の
詳
細
は

左
下
枠
の
「
成
田
税
務
署
か
ら
の
お

知
ら
せ
」
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
成
田
税
務
署
☎
0
4
7
6
（
2

8
）
5
1
5
1
（
代
表
） 

、
市
課
税

課
市
民
税
班

　
内
線
3
1
3
1
〜
3

確
定
申
告
な
ど
の
社
会

保
険
控
除
の
資
料
に
利

用
で
き
ま
す

　
市
で
は
、
平
成
26
年
中
に
納
付
し

た
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の
金
額

を
一
つ
に
ま
と
め
た
「
納
付
済
額
の

お
知
ら
せ
」
を
、
は
が
き
で
今
月
下

旬
に
納
付
・
納
税
義
務
者
へ
送
付
し

ま
す
。

　
平
成
26
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告

や
市
・
県
民
税
の
申
告
の
際
に
、
社

会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
の
資

料
と
し
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
納
付
済
額
の
お
知
ら
せ
」
に
は

年
金
か
ら
引
き
落
と
し
さ
れ
て
い
る

「
特
別
徴
収
分
」
は
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　
特
別
徴
収
分
の
金
額
は
年
金
支
払

者
か
ら
交
付
さ
れ
る
「
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
」
を
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

問
　
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
　
保
険
年
金
課
保
険

税
班
　
内
線
3
1
7
1
〜
3
、
介
護

保
険
料
　
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険

班
　
☎
（
4
9
7
）
3
4
7
3

無料相談・自書指導会日程
項目 日程 時間 場所

申
告
期
間
前

①パソコンによ
る無料相談

1月26日㈪・27
日㈫

10:00 ～ 12：00
13：00 ～ 16：00

白井市役所
（6階正庁）

②無料相談
2月9日㈪・10
日㈫・12日
㈭・13日㈮

イオンモール千葉
ニュータウン3階イ
オンホール（印西市）

③年金収入のみ
の人を対象とし
た自書説明会

2月10日㈫ 西白井複合センター

申
告
期
間
中

④自書指導会

2月16日㈪から
3月16日㈪まで
の平日

9：00 ～ 12：00
13：00 ～ 16：00 白井市役所

（6階正庁）
2月21日㈯・28
日㈯

9：00 ～ 12：00

※上記期間中は、申告書の提出のみもできます。
①はパソコンで申告書を作成する際に補助者が助言などをし、作成後は
提出（送信）できます（書面での申告書の作成もできます）。
③は年金収入額400万円以上の人や控除などを追加し還付を受ける人が
対象となり、税理士による講義式の説明会です。（途中入場不可）
④は市職員の助言を受けながら、自分で作成した後、提出ができます。

各種申告で必要なもの
申告の種類 必要なもの

住宅借入金等特
別 控 除（ 住 宅
ローン控除）

（新築住宅の場合）申告者が記載された住民票、家屋の登記事
項証明書、請負契約書または売買契約書の写し、住宅取得資金
に係る「借入金の年末残高証明書」、敷地などの購入に係る控
除も受ける場合は、その敷地などの登記事項証明書と敷地など
の売買契約書や分譲の契約書の写し
（中古住宅の場合）新築住宅の場合の必要書類のほか、債務の
承継に関する契約に基づく債務を引き継いだ場合は債務の承継
に係る契約書の写し、耐震基準に適合する場合は耐震基準適合
証明書または住宅性能評価書の写し
（増改築の場合）新築住宅の場合の必要書類のほか、建築確認
済書の写し・検査済証の写し・増改築等工事証明書のいずれか
１つ

医療費控除 病院や薬局などの領収を証する書類、保険金などで補填される
金額が分かるもの

農業所得・不動
産所得

固定資産税・都市計画税納税通知書、土地改良区賦課金・農業
共済掛金・農業者年金保険料の金額の分かるもの

確定申告に必要なもの
【確定申告書の作成・提出会場】
　成田税務署では、平成26年分の所得税・贈与税・個人
消費税の確定申告書の作成・提出会場を次の日程でイオン
モール成田2階イオンホール（成田市）に設けます。
※会場に納税窓口はありません。また会場では納税証明書
を発行できません。
　成田税務署内には、確定申告書の作成会場および申告に
関する相談会場は設けていません。
受け付け日時　2月2日㈪から3月16日㈪までの平日と2月22
日㈰、3月1日㈰　午前9時～午後4時
※申告書の提出は、午後5時まで受け付けます。

成田税務署からのお知らせ

■問　成田税務署☎0476（28）5151（代表）

【所得税の確定申告　e―Taxならこんなにいいこと】
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で
作成した確定申告のデータは、インターネットを利用して
提出することができます。
※利用するには「電子証明書」「ICカードリーダライター」
が必要です。
●添付書類の提出が省略できます
　医療費の領収書や源泉徴収票などは、その記載内容を入
力して送信することにより、提出や提示を省略することが
できます。ただし、領収証や源泉徴収票などの必要書類は、
後日税務署が提示を求める場合があるので、5年間は手元に
保存してください。
●還付が早く受け取れます
　ｅ―Ｔａｘで申告された還付申告は、早期に処理をして
いますので、還付が早く受けられます。
●贈与税の申告もｅ―Ｔａｘで
　贈与税の申告もｅ―Ｔａｘで提出できます。

所
得
税
の
還
付
申
告
は
お
早
め
に

　確定申告には印鑑、筆記用具、計算機、平成26年分の収入金額が分かるもの（給
与・年金の源泉徴収票など）、申告者名義の金融機関（銀行・郵便局など）の口座
番号が分かるもの、控除額が分かるものなどが必要になります。
　控除額が分かる主なものは次のとおりです。
該当する場合に必要な書類　国民年金保険料控除証明書または証明書以外の保険
料を納付済の場合は領収書の写し、国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医
療保険料の領収書など納付金額の分かるもの、生命保険料や地震保険料の控除証
明書、障害者手帳などの写し、配偶者の所得金額の分かるものなど
※障害者手帳を持っていなくても65歳以上で介護保険の要介護認定を受けている
人は、障害者に準ずるものとして控除の対象に認定される場合（障害者控除対象
者認定書の交付）がありますので、高齢者福祉課に相談してください。
※申告の種類によって下表のとおり必要なものが異なるので、必ず確認してくだ
さい。

高額な医療費を負担した人は領収書のコピーを必ずとっておきましょう

　市の国民健康保険に加入し、1カ月の医療費が高額（対象世帯における限度額を
超えた額）になった場合、高額医療費として申請手続き後に市から還付金が支給
されます。
　申請手続きをするには、医療機関で受診した際の領収書かその写しの添付が必
要になるので、確定申告で医療費控除の還付申告をする場合は、あらかじめ領収
書の写しを保管しておいてください。領収書かその写しで支払金額が確認できな
い場合、高額療養費を支給できないことがあります。
　支給対象者には、受診の2から3カ月後に支給申請に関するお知らせを送付して
います。11月診療分は1月末頃、12月診療分については2月末頃に送付する予定です。
■問　保険年金課保険年金班　内線3180

※国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で作
成した申告書は印刷して郵送などでも提出できます。
　その場合、確定申告書の控えに税務署の収受印が必要な人
は、提出用の申告書のほかに申告書の控えと切手を貼った返
信用封筒を同封してください。
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農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
・
県
で
は
12
月
19
日
か
ら
26

日
ま
で
の
間
に
放
射
性
物
質
の
検
査

を
実
施
し
、
結
果
は
全
て
の
品
目
に

お
い
て
「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

　
市
・
県
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
品
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

市
検
査
品
目
　
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
、
レ

タ
ス
、
サ
ト
イ
モ

県
検
査
品
目
　
大
豆

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5

1
〜
4

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
出
張
版

地
元
で
就
職
応
援
ツ
ア
ー

　
　
　
　  

i
n
鎌
ケ
谷

　
若
者
の
就
職
支
援
施
設
「
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
ち
ば
」
と
印
西
市
・
鎌
ケ
谷

市
・
白
井
市
の
3
市
が
共
催
で
、
地

元
企
業
の
職
場
を
見
学
す
る
ツ
ア
ー

を
開
催
し
ま
す
。

　
採
用
担
当
者
や
先
輩
社
員
か
ら
直

接
話
を
聞
く
こ
と
で
、
求
め
ら
れ
る

人
材
や
仕
事
内
容
な
ど
に
つ
い
て
詳

し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
程

　
2
月
5
日
㈭

　市では、市のまちづくりに賛同して応援しようとする皆さんから広く寄附金を募り、
これを財源として寄附者の意向を反映した事業を展開することにより、さまざまな人々
の参加による魅力あるまちづくりを進めるため、「まちづくり寄附金制度」を設けています。
　10月から12月までに市に寄せられた寄附金の受け入れ状況を下表のとおり公表します。
　いただいた寄附金は、寄附された皆さんのご希望に添うよう、大切に使わせていただ
きます。
■問　財政課財政班内線3331・2

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す

Q
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト

で
格
安
の
ブ
ー
ツ
を
見
つ
け
た
。

　
入
力
を
終
え
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
購

入
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
シ
ス

テ
ム
保
守
中
と
表
示
さ
れ
、
そ
の

後
、
代
金
を
銀
行
口
座
に
振
り
込

む
よ
う
に
メ
ー
ル
が
来
た
。

　
サ
イ
ト
の
事
業
者
と
関
係
の
な

い
個
人
名
に
な
っ
て
い
る
が
大
丈

夫
か
。

（
50
歳
代
・
女
性
）

A
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト

で
注
文
し
て
も
商
品
が
届
か
な
い

「
偽
通
販
サ
イ
ト
」
の
ト
ラ
ブ
ル

が
最
近
増
え
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
は
、
サ
イ
ト
全
体
が
粗

悪
で
、
不
自
然
な
日
本
語
な
ど
に

よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
販

に
慣
れ
た
人
で
あ
れ
ば
、
あ
る
程

度
見
分
け
が
つ
く
ケ
ー
ス
が
ほ
と

ん
ど
で
し
た
。

　
し
か
し
最
近
は
、
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
や
大
手
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ
ト
の

「
ロ
ゴ
画
像
」
を
貼
り
付
け
、
商

品
数
を
多
数
掲
載
す
る
こ
と
で
、

一
見
「
大
き
な
サ
イ
ト
」
を
連
想

さ
せ
、
安
心
感
を
与
え
る
巧
妙
な

サ
イ
ト
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
手
通
販
モ
ー
ル
を
コ

ピ
ー
し
た
「
な
り
す
ま
し
サ
イ

ト
」
も
急
増
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
サ
イ
ト
は
海
外
の
サ

ー
バ
ー
を
利
用
し
て
お
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
か
ら
簡
単
に
削
除

さ
れ
ず
、
被
害
が
発
覚
し
、
振
り

込
み
先
の
口
座
が
凍
結
さ
れ
た
後

も
、
次
々
に
口
座
名
を
変
え
て
イ

非
常
に
巧
妙
！

「
偽
通
販
サ
イ
ト
」
に
ご
注
意
を
！

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
出
現
し
て
い

る
の
が
実
情
で
す
。

　
通
販
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
場
合
、

特
定
商
取
引
法
で
は
、
事
業
者
の

責
任
者
名
、
所
在
地
、
電
話
番
号

な
ど
の
記
載
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
掲
載
さ
れ
て

い
な
い
、
連
絡
先
が
フ
リ
ー
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
の
み
な
ど
の
場
合
は
、

要
注
意
で
す
。
ま
た
、
表
示
さ
れ

て
い
て
も
、
実
在
す
る
会
社
の
住

所
や
電
話
番
号
を
勝
手
に
記
載
し

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
質
問
中
の
サ
イ
ト
の
よ

う
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
の
表
示

が
あ
る
の
に
、
決
済
の
申
し
込
み

画
面
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
の
選
択

が
で
き
ず
、
巧
み
に
個
人
名
の
口

座
へ
と
振
り
込
み
を
誘
導
す
る
ケ

ー
ス
の
場
合
「
偽
通
販
サ
イ
ト
」

の
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
金
額
の
多
い
・
少
な
い
に
か
か

わ
ら
ず
、
複
合
的
に
見
分
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。「
激
安
」「
今
だ

け
」
な
ど
の
言
葉
に
安
易
に
飛
び

付
か
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　
困
っ
た
時
に
は
す
ぐ
に
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線

3
2
9
4
（
月
〜
金
曜
日

　
午
前

10
時
〜
午
後
4
時

　
市
役
所
2
階
）

186

～善意ありがとうございます～

「まちづくり寄附金」の受け入れ状況を公表します

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

住居表示実施のお知らせ
　1月5日から、笹塚三丁目に隣接する大字根および
大字復の各一部の住居表示が「笹塚三丁目」に変わ
りました。
■問　市民課市民班　内線3146

「白井市長選挙」と「白井市議会議員選挙」
の立候補予定者説明会を開催します

　統一地方選挙の執行予定日は下記のとおりです。
◆千葉県議会議員選挙
執行予定日　4月12日㈰
◆白井市長選挙・白井市議会議員選挙
執行予定日　4月26日㈰

■問　選挙管理員会（総務課内）内線3312・3

　選挙管理委員会では、4月26日㈰に執行予定の「白井市長
選挙」および「白井市議会議員選挙」の立候補予定者説明
会を開催します。
　立候補を予定している人は必ず出席してください。
　なお、混雑が予想されますので、早めに来場してください。
※説明場所の都合により説明会への参加者は、1候補につき
2人までとします。
■問　選挙管理員会（総務課内）内線3312・3

～統一地方選挙のお知らせ～

説明会の日程など

【白井市長選挙】
日時　2月3日㈫　午前10時～
場所　市役所6階　委員会室

【白井市議会議員選挙】
日時　2月10日㈫　午前10時～
場所　市役所6階　委員会室

時
間

　
セ
ミ
ナ
ー

　
午
前
10
時
〜
正

午
、
企
業
見
学
　
午
後
1
時
〜
5
時

30
分

※
終
了
時
間
は
、
交
通
事
情
な
ど
に

よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
所
　
セ
ミ
ナ
ー
　
総
合
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
（
鎌
ケ
谷
市
） 

、
見
学
企

業
　
北
総
鉄
道
株
式
会
社
千
葉
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
、
ニ
ッ
ポ
ー
株
式

会
社
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
工
場
（
い

ず
れ
も
印
西
市
）

※
見
学
企
業
は
予
定
で
す
。
見
学
す

る
企
業
へ
は
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

対
象

　
午
前
と
午
後
の
両
方
に
参
加

で
き
る
15
〜
39
歳
の
就
職
・
転
職
を

考
え
て
い
る
人

　
12
人
（
申
し
込
み

順
）

※
学
生
で
参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、

平
成
27
年
3
月
卒
業
見
込
者
を
対
象

と
し
ま
す
。

申
・
問

　
電
話
で
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち

ば
　
☎
0
4
7
（
4
2
6
）
8
4
7

1
、
市
商
工
振
興
課
商
工
振
興
班
　

内
線
3
2
4
2
へ

白井市役所

保健福祉
センター

ファミリー
レストラン

個人病院

笹塚
三丁目

白
井
駅
↓

「まちづくり寄附金」受け入れ状況（受け付け順・敬称略）
寄附者 住所 寄附者が使い道を指定した事業 寄附金額

尾﨑弘泰 市内 高齢者及び障害者の福祉の向上に関する事業 1,000,000円
匿名 － 高齢者及び障害者の福祉の向上に関する事業 50,000円
白井ライオンズクラブ
会長　日色進 － 高齢者及び障害者の福祉の向上に関する事業 50,000円

千葉県理容生活衛生同業
組合　理事長　庄司正行 － 高齢者及び障害者の福祉の向上に関する事業 50,512円

匿名 － 文化の振興及び文化財の保護に関する事業 39,879円

匿名 －
①高齢者及び障害者の福祉の向上に関する事業
②子育て支援の充実に関する事業　
③指定無し

①2,000,000円
②2,000,000円
③1,000,000円

京葉瓦斯株式会社 市川市 環境の保全に関する事業 122,000円
鵜沢稔一 成田市 指定無し 10,000円
特定非営利活動法人
日本入れ歯リサイクル協会
代表理事　三好勇夫

埼玉県
坂戸市 高齢者及び障害者の福祉の向上に関する事業 6,017円

出店の会　代表　原清一 船橋市 高齢者及び障害者の福祉の向上に関する事業 5,000円
白井市食品衛生組合
組合長　中村忠蔵 市内 高齢者及び障害者の福祉の向上に関する事業 46,334円

10月から12月までの合計 6,379,742円
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市
で
は
、
家
庭
で
使
用
し
た
食

用
油
（
廃
食
油
）
を
、
各
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
回
収
し
、
イ
ン
ク
の
原

料
に
再
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ま
ま
捨
て
て
し
ま
う
と
川

の
汚
濁
や
土
壌
の
汚
染
に
つ
な
が

る
「
廃
食
油
」
を
回
収
す
る
こ
と

で
、
水
質
環
境
の
保
全
や
ご
み
の

減
量
化
、
二
酸
化
炭
素
の
削
減
、

資
源
の
循
環
利
用
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
廃
食
油
の
回
収
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
廃
食
油
の
出
し
方
】

●
天
ぷ
ら
カ
ス
な
ど
の
ご
み
は
で

廃
食
油
の
回
収
に
ご
協
力
を
！

き
る
だ
け
取
り
除
く

●
各
回
収
場
所
に
置
い
て
あ
る
専

用
容
器
に
移
し
入
れ
る

※
回
収
は
、
植
物
性
油
の
み
と
な

り
ま
す
。
動
物
性
油
や
機
械
油
は
、

回
収
で
き
ま
せ
ん
。

【
回
収
場
所
】

白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
、
白
井
駅

前
セ
ン
タ
ー
、
冨
士
セ
ン
タ
ー
、

公
民
セ
ン
タ
ー
、
桜
台
セ
ン
タ
ー
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
清
水
口
保
育
園
、

南
山
保
育
園
、
桜
台
保
育
園

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
班
　
内
線
3
2
7
5

⑨

障害者総合支援法の対象となる
難病の範囲が拡大されました

マタニティーコンサート＋α
　妊娠中に気を付けたいことを学んだ後、お腹の中の赤ちゃんと一緒に音楽を
聞きながらプラネタリウムでリラックスしませんか。
日時　2月4日㈬　午後1時30分～ 3時20分
（受け付け　午後1時15分～）
場所　文化センター 2階研修室、プラネタリウム館ドーム
対象　おおむね妊娠6カ月から9カ月までの妊婦とその家族　60人（申し込み順）
※経産婦も参加できます。
内容　医師による妊娠中の注意に関する講話、図書
館司書による絵本の読み聞かせ、星の誕生の話
保育　あり（要事前申し込み）
持ち物　母子手帳、筆記用具
参加費　市内在住の妊婦とパートナー・無料
　　　　それ以外の人・210円（観覧料）
■申・■問　電話で健康課母子保健班　☎（497）3495へ

　障害者総合支援法の障害者の定義は、これまでは「障害者手帳が交
付されている人」だけでしたが、平成25年4月から難病の人が追加さ
れ、難病の人も障害福祉サービスが受けられるようになりました。
　1月1日に「難病の患者に対する医療等に関する法律」の改正に伴い、
障害者総合支援法の対象となる難病の疾病が130から151に拡大され
ました。
　拡大された難病の詳細については、市ホームページで確認するか問
い合わせてください。
　難病の治療を受けていて、日常生活に支援を必要としている人は、
社会福祉課または障害者相談支援事業所まで相談してください。
■問　社会福祉課障害福祉班　☎（497）3483、障害者相談支援事業所「座
ぐり」　☎（401）0637

「高齢者クラブ」に参加しませんか
　市内には、現在22の「高齢者クラブ」があり、
約1,200人の皆さんが活動しています。
　各高齢者クラブでは、会員相互の親睦と交
流を図りながら、健康で明るく心豊かに生活
できるよう、スポーツ・趣味などの「生活を
豊かにする活動」やボランティア・環境美化
などの地域社会活動といった、多彩な活動を
行っています。
　新しい仲間、生きがいづくりのために高齢者クラブに参加しませんか。
　また、近くにクラブがない地域で新しく高齢者クラブを作ることもできます。
設立基準や必要書類などの詳細については、直接問い合わせてください。
対象　市内在住のおおむね60歳以上の人
■問　市高齢者クラブ連合会事務局（高齢者福祉課高齢者支援班内）　☎（497）
3484

下水道（雨水）
工事を行います

過年度工事実施箇所
来年度以降工事予定箇所
整備計画区域

白井中学校

テニスコート

白井交差点

白井コミュニティ
センター

　この工事は大雨などによ
る家屋や道路の浸水を防ぐ
ため、雨水管を地中に埋設
するものです。
　工事は昼間と夜間に分か
れて行い、工事期間中は交
通規制を行います。
期間　～ 3月下旬
交通規制区間　右図のとお
り（昼間は車両通行止め、
夜間は片側交互通行）
■問　上下水道課計画建設
班　内線3452

雨水管工事（昼間）
埋設物調査1工事（昼間）
埋設物調査2工事（夜間）

交通規制区間

　下図の区間で、橋梁の部材を取り換える工事を行います。
　工事は昼間の午前9時から午後5時まで行い、交通誘導員を
配置した上で交通規制を行います。
※国道464号線と夜間の交通規制はありません。
期間　2月上旬～ 3月下旬（実工事日数　1カ所10日間程度）
交通規制区間　下図の■部分の2カ所（車両片側交互通行）
■問　道路課維持管理班　内線3215

橋
きょうりょう

梁補修工事を行います

仲間との活動の様子

白井市役所

白井
消防署

白井駅

白井
郵便局

西白井複合センター

西白井駅

印西市→

←鎌ケ谷市

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

〜
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
皆

さ
ん
へ
〜

白
井
工
業
団
地
内
に

「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
サ

テ
ラ
イ
ト
相
談
所
」
を

開
設
し
ま
す

　
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
抱

え
る
問
題
の
解
決
と
夢
の
実
現
に
つ

い
て
、
サ
ポ
ー
ト
の
迅
速
化
お
よ
び

相
談
利
用
時
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、
白
井
工
業
団
地
協
議
会
の

協
力
と
公
益
財
団
法
人
千
葉
県
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、
2
月

か
ら
毎
月
1
回
「
千
葉
県
よ
ろ
ず
支

援
拠
点
サ
テ
ラ
イ
ト
相
談
所
」
を
開

設
し
ま
す
。

　
千
葉
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
サ
テ
ラ

イ
ト
相
談
所
で
は
、
次
の
よ
う
な
内

容
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

①
支
援
計
画
策
定

②
国
内
外
販
路
開
拓

③
特
許
出
願
支
援
・
技
術
支
援

④
営
業
戦
略
策
定
・
業
務
改
善

⑤
経
営
再
建

⑥
法
人
設
立
・
税
務

⑦
小
売
・
サ
ー
ビ
ス
業
向
け
支
援

⑧
創
業
・
経
営
革
新
支
援

⑨
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
―
モ

ー
シ
ョ
ン
等
の
各
分
野
の
専
門
ス
タ

ッ
フ
が
売
上
拡
大
・
経
営
改
善

　
こ
の
よ
う
な
経
営
の
あ
ら
ゆ
る
悩

み
の
相
談
を
無
料
で
受
け
、
適
切
な

解
決
方
法
を
提
案
し
ま
す
。

　
相
談
回
数
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
困
っ
た
事
が
あ
っ
た
ら
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
談
す
る
場
合
は
、
事
前
に
予
約

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

日
時
　
毎
月
第
4
火
曜
日
　
午
前
10

時
〜
午
後
4
時

場
所
　
白
井
工
業
団
地
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
（
河
原
子
街
道
「
工
業
団
地

中
交
差
点
」
に
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
2
階
）

対
象
　
千
葉
県
内
の
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者

相
談
料
　
無
料

申
　
電
話
で
公
益
財
団
法
人
千
葉
県

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
千
葉
県
よ
ろ

ず
支
援
拠
点
）　 

☎
0
4
3
（
2
9

9
）
2
9
2
1
へ

問
　
公
益
財
団
法
人
千
葉
県
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
　
☎
0
4
3
（
2
9
9
）

2
9
2
1
、
商
工
振
興
課
商
工
振
興

班
内
線
3
2
4
3

※
「
中
小
企
業
経
営
な
ん
で
も
相
談

（
毎
月
第
2
火
曜
日
　
午
後
2
時
〜

5
時
、
公
民
セ
ン
タ
ー
）」
に
つ
い

て
も
、
引
き
続
き
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関

へ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
2
月
9
日
㈪
・
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
2
月
27
日
㈮
・
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー

相
談
時
間
　
1
件
目
・
午
後
6
時
20

分
〜
7
時
30
分
、
2
件
目
・
午
後
7

時
40
分
〜
8
時
50
分

対
象
　
市
内
在
住
の
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数
　
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料
　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
住
ん
で
い
る
地

区
、
相
談
し
た
い
人
と
の
続
柄
を
、

電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
班
　
内
線
3
4
3
2
・

 sy
o
u
g
a
i-g
a
k
u
sy
u
u
@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

もりや内科・呼吸器科クリニック　森谷哲郎医師
●先生の専門を教えてください
　専門は呼吸器内科で、大学病院では肺がんの治療について
研究していました。平成20年に開業してからは、止まらない
せきやたん、のどの「イガイガ感」などの症状に困っている
患者さんや、血圧・糖尿病・脂質異常症などの生活習慣病の
患者さんを診療しています。
　私自身も子どものころ喘

ぜんそく

息があり、マラソン大会に出た時
に息が苦しくて走れないことがありました。病院で治療して
もらうとすぐに楽になり「すごいなぁ」と思ったことが、医
師になり呼吸器科を選んだきっかけです。
●診察するときのモットーや心がけていることは？ 
　一人一人の患者さんにもっとも適した治療を心がけています。患者さんはクリニックに来
ると緊張してしまい、症状などをうまく伝えられないことがあるので、詳しく聴き取ること
も心がけています。また、家族や仕事など普段の生活背景を考えながら治療方法を選択して
います。
　当院では、院長の森谷と、副院長の安井の二人体制で診療をしています。
　安井医師は通常の外来診療だけでなく、在宅訪問診療・往診も担当しています。高齢など
で通院ができなくなった患者さんの自宅に伺ったり、がん患者さんの在宅でのおみとりをし
ています。
●趣味や休日の過ごし方を教えてください
　演劇を観に行ったり、ロックのコンサートに行ったりしています。美術館にもよく出かけ
ます。モネや葛飾北斎の絵が好きです。
　安井医師は走るのが得意で、フルマラソンの大会に参加します。
●患者さんへのメッセージをお願いします
　呼吸器科の医師としては「禁煙をしましょう」とお願いしたいです。タバコは肺がんだけ
でなく、肺の組織が壊れて呼吸困難になってしまうCOPD（慢性閉塞性肺疾患）という病気
などさまざまな病気を引き起こします。当院では禁煙治療に力を入れていますので、禁煙を
考えている人は相談してください。
　身体に不安なこと、困ったことがあったら一人で悩まず、気負わずに気軽に受診してほし
いと思います。少しでも皆さんのお役にたてれば嬉しいなあ、と考えています。

もりや内科・呼吸器科クリニック　冨士129 ー 29　☎（498）6622

私のまちのかかりつけ医私のまちのかかりつけ医文化会館自主事業

　子どもから大人まで楽しめる音楽会です。
午前の部は赤ちゃんから楽しめ、午後は
「ちょっと大人の雰囲気」が味わえます。
日程　3月1日㈰　
場所　文化会館中ホール
【午前の部】
対象　0歳～一般
開演　10：30 ～
（開場　10：00 ～）
入場料　小学生以
上　500円、未就
学児　無料（全席
自由）
【午後の部】
対象　一般（未就学児の入場は不可）
開演　14：00 ～（開場　13：30 ～）
入場料　高校生以上　1,000円、65歳以上　
800円、小・中学生　500円（全席自由）
チケット取り扱い　文化会館の窓口にて
■問　文化会館　☎（492）1121　

風の五重奏団
レクチャーコンサート2015

家庭教育講座
　「ステップアップ講座」
　　～親子の信頼関係を深めるコミュニケーション～

　「イライラして強く子どもを怒ってしまう」「子育てに自信が持てず一人で悩んでいる」「子ど
もへの関わり方を変えたいけれど、どうしたらいいかわからない」など、そのような子育ての
悩みを解決したい人や今よりもっと子どもとより良い関係を築きたい人を対象とした家庭教育
講座を開催します。
　大切なわが子の健やかな成長を願うのは親の愛情ですが、子育ては大変です。その愛を伝え
るコミュニケーションを実践的に仲間と一緒に学びませんか。
孤独な子育てから、未来を広げる子育てへの一歩にしましょう。
日程・内容　右下表のとおり（全3回）
時間　午前10時～正午
場所　保健福祉センター
対象　原則全日程参加できる保護者　30人（申し込み順）
講師　親業訓練協会シニアインストラクター　富澤優

ゆうこ

江さん
参加費　無料
■申・■問　1月30日㈮までに、電話かメー
ルまたは直接生涯学習課社会教育班
内線3432・{ syougai-gakusyuu@city.
shiroi.chiba.jpへ
※保育を希望する場合は申し込み時
に問い合わせてください。

ステップアップ講座

日程 内容

2月9日㈪ 聴いてみよう子どもの心

2月16日㈪ 親子でもこんなに違う「性格タイプ」

2月23日㈪ 感情的に怒らないために

市
民
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
参
加
者

募
集

　
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
　
2
月
15
日
㈰
・
22
日
㈰

場
所
　
白
井
中
学
校

対
象

　
1
チ
ー
ム
7
人
以
上
で
構

成
さ
れ
、
う
ち
市
内
在
住
者
が
3

人
以
上
い
る
チ
ー
ム

※
必
ず
審
判
を
帯
同
し
、
ス
ポ
ー

ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
て
く
だ
さ

い
。

参
加
費

　
1
チ
ー
ム
5
、
0
0
0

円申
　
所
定
の
申
込
書
（
生
涯
学
習

課
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
2
月
1
日
㈰
（
必
着
）

ま
で
に
〒
2
7
0
―
1
4
3
5

　

白
井
市
清
水
口
2
―
4
―
1
―

3
0
3

　
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

協
会

　
小
原
へ

問
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

班
　
内
線
3
4
3
5

親子の絆を今よりもっと深めるために
「家庭教育通信」で親子の信頼関係を
深めるきっかけを見付けてみませんか

　「家庭」は、子どもたちの健やかな育ちの
基盤であり、すべての教育の出発点です。
　一方、地域とのつながりの希薄化や、親
が身近な人から子育てを学んだり助け合う
機会の減少など、子育てや家庭教育を支え
る地域環境が大きく変化しています。
　市では、子育て中の保護者の皆さんに、
少しでも役立つ情報をまとめた「家庭教育
通信」を作成し、市内の保育園や幼稚園、
小学校に通う園児や児童を通じて家庭に配
布しています。
　家庭教育通信では、子どもの上手なほめ
方、困っている子どもに対する話の聞き方、
交通安全についてなど、さまざまなテーマ
を取り扱っています。
　バックナンバーは生涯学習課や各セン
ターで見ることができます。
　子育てに困った時「家庭教育通信」で親
子の信頼関係を深めるきっかけを見付けて
みませんか。

森谷哲郎医師

風の五重奏団

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー



セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

桜台センターフェスティバル日程表
内容 日程 プログラム（開催時間）

展示 24日㈯・25日㈰

絵画、児童絵画、はがき絵、写真展示、団体活
動内容展示、作品展示、健康相談、桜台センター
事業「コッコ倶

く ら ぶ

楽部」「デジカメ講座」展示、健
康課事業「桜台元気かい」（終日）

発表

24日㈯
女性コーラス（10：00 ～）、合気道演武（10：30 ～）、
親子ダンス（11:35 ～）、リコーダー演奏（12:10
～）、空手演武（13：30 ～）

25日㈰
室内楽コンサート（9:30 ～）、太極拳・カンフー
（10:30 ～）、チアダンス（11:55 ～）、フラダン
ス（12:40 ～）空手演武（13：45 ～）

模擬店・販売

24日㈯
模擬店（弁当、ピザ、パン、クッキー）、EM製品（畑
の肥料など）、ストラップ、はちみつなど

25日㈰ 模擬店（インド風梨キーマカレー、手作りケーキ）

24日㈯・25日㈰

模擬店（焼きそば、焼き鳥、黒米大福、飲み物、
野菜、ふるさと産品「落花生最

も な か

中」、草もち、団子、
竹炭、竹細工、竹酢液など）、手作り品（アロマ
小物、古布小物など）

児童館

24日㈯

ぐるぐるごま、ゆらゆらビンゴ、グラウンドゴ
ルフ（9：30 ～ 15：00）、おはなし会（11：00 ～）、
囲碁・将棋（13：00 ～ 15：00）
※「ゆらゆらビンゴ」は有料です。

25日㈰

マンカラ体験（9：30 ～ 12：00）、マンカラ大会（13：
00 ～）、「さくセン子ども企画部」催し、はかれ！
ピッタリ、お面作り（9：30 ～ 14：30）
※「さくセン子ども企画部」催しは有料です。

　
　センターフェスティバルは、サークルや市民活動団体が1年間の学習成果の発表や展示を行う場として、また各団体が作成した作品の販売や子ど
もたちが楽しめる体験コーナーなど、地域の皆さんと交流できる場です。1月の桜台センターでの開催を皮切りに3月まで各センターで開催します。
　各センターの実施日は下表のとおりです。

センターフェスティバル日程表
センター名 開催日

桜台センター 1月24日㈯・25日㈰
西白井複合センター 2月28日㈯・3月1日㈰
公民センター 3月7日㈯
冨士センター 3月7日㈯・8日㈰
白井駅前センター 3月14日㈯・15日㈰
白井コミュニティセンター 3月14日㈯

◆注意事項
●来場する際は上履きと下足袋を持参してください
●各センターで用意する来場者用駐車場は駐車台数に限りがあ
るため徒歩や自転車、車の乗り合わせなどで来場してください
※駐車場が用意できないセンターもありますので、詳しくは問
い合わせてください。
●プログラムの開催時間や内容は、都合により予告なく変更す
る場合があります
●食べ物などの販売や無料配布は、なくなり次第終了します

～みんなでつどう・みんながまなぶ・みんなをむすぶ～

センターフェスティバル

日時　1月24日㈯　午前9時30分～午後3時30分
　　　　  25日㈰　午前9時30分～午後2時30分

　日時　1月24日㈯　午前9時30分～午後3時30分
　　 　　　 25日㈰　午前9時30分～午後2時30分
　内容・日程・プログラム（開催時間）　右表のとおり
　※臨時駐車場を桜台小・中学校に用意します。

台センター「さくせんフェスタ」

チアダンスの発表

昨年の児童館の様子

桜

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

　
昭
和
24
年
１
月
26
日
は
日
本
を

代
表
す
る
文
化
遺
産
「
法
隆
寺
の

金
堂
壁
画
」
が
焼
失
し
た
日
で
す
。

文
化
財
防
火
デ
ー
と

防
災
訓
練

　
国
で
は
、
こ
の
よ
う
な
悲
し
い

事
件
の
再
発
防
止
を
目
的
に
、
毎

年
１
月
26
日
を
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
と
定
め
、
文
化
財
を
災
害

か
ら
守
る
運
動
を
全
国
各
地
で
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
も
、
市
民
と
と
も
に
先
人

が
残
し
た
貴
重
な
文
化
遺
産
を
守

っ
て
い
く
た
め
、
消
防
署
や
消
防

団
と
協
力
し
て
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。

　
今
年
の
訓
練
は
、
県
指
定
文
化

財
「
清
戸
の
泉
（
附
）
版
木
」
を

所
蔵
す
る
薬
王
寺
で
行
い
ま
す
。

文化センター開館20周年記念

バックヤードツアー参加者募集
　文化センターの普段見る
ことができない場所を垣間
見ると、文化センターが違っ
て見えてきます。
　文化会館の楽屋や舞台、図
書館の書庫、郷土資料館の
収蔵庫、プラネタリウム館
の投映装置などを巡ります。
日時　2月6日㈮・7日㈯
　　　午前10時～正午
対象　市内在住の小学生～
一般　各日5組（応募者多数の場合は抽選）
※1組4人までとし、小学生が参加する場合は保護者が同伴してください。ま
た、事故防止のため歩きやすい靴で参加してください。
参加費　無料
■申　往復はがきに、参加者全員の氏名（小・中学生は学年も記載）を記入し、
代表者に丸を付け、代表者の郵便番号・住所・電話番号、参加希望日を記入
の上、1月28日㈬（必着）までに、〒270―1422　白井市復1148―8　白井市
文化センターバックヤードツアー係へ
※必要事項を記入した用紙と未記入のはがきを持参して、文化課の窓口（月
曜、祝日を除く午前9時～午後5時）で直接申し込むこともできます。
■問　文化課文化班　☎（492）1123

　
文
化
財
の
見
学
や
文
化
課
職
員

に
よ
る
指
定
文
化
財
の
解
説
も
行

い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
訓
練

の
様
子
や
貴
重
な
文
化
財
を
見
学

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
24
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
11

時
　（
荒
天
中
止
）

場
所

　
薬
王
寺
（
清
戸
6
）

問
　
文
化
課
文
化
班
　
☎
（
4
9

2
）
1
1
2
3

文化センター

県指定文化財「清戸の泉 （附）版木」

昨年の防災訓練の様子
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高

齢

者

シ   

会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
29
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

福   

節
分
ま
つ
り

　
全
国
珠
算
連
盟
が
考
案
し
た
、
箸

で
そ
ろ
ば
ん
玉
を
つ
ま
ん
で
運
ぶ
競

技
「
は
し
そ
ろ
ぴ
っ
く
」
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

　
節
分
の
豆
ま
き
も
行
い
ま
す
。

子

ど

も

子

育

て

公  
親
子
で
楽
し
く
遊
び

ま
し
ょ
う

　
節
分
の
「
鬼
の
お
面
」
を
作
っ
て

親
子
で
楽
し
く
豆
ま
き
を
し
ま
し
ょ

う
。

日
時
　
26
日
㈪
　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
15

組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
23
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

公  

0
歳
児
「
つ
く
し

ち
ゃ
ん
」

　
1
年
間
の
成
長
の
記
念
に
手
形
を

取
り
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
2
月
2
日
㈪

　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
平
成
25
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
26
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者

　
10
組
（
申
し
込

白  

お
料
理
ク
ラ
ブ
「
デ

コ
パ
フ
ェ
作
り
」

　
ア
イ
ス
コ
ー
ン
を
使
っ
て
、
バ
レ

ン
タ
イ
ン
用
の
チ
ョ
コ
菓
子
を
作
ろ

う
。

　
作
っ
た
後
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
用
に

ラ
ッ
ピ
ン
グ
も
し
ま
す
。

日
時
　
2
月
1
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
小
学
生
以
上
　
12
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
布
巾
2
枚
、
上
履
き
、
水
筒
、

持
ち
帰
り
用
の
袋

参
加
費
　
3
5
0
円
（
材
料
費
）

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
電
話
か

直
接
白
井
児
童
館
へ

趣
味
・
教
養
・
学
習

イ

ベ

ン

ト

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜 桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福 福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シ シルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボ ボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

◆
健
康
体
操
無
料
体
験

　
新
体
操
競
技
で
使
う
ボ
ー
ル
な
ど

の
「
手
具
」
を
使
っ
て
、
楽
し
く
簡

単
に
で
き
る
健
康
体
操
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
26
日
㈪
　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
　
場
所
　
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
　
対
象
　
お
お
む
ね
55
歳

以
上
の
人
　
持
ち
物
　
上
履
き
、
飲

み
物

申
・
問

　
電
話
で
桜
井
☎
0
9
0

（
2
5
2
7
）
3
9
4
5
へ

◆
あ
よ
う
販
売
会

　
我
孫
子
特
別
支
援
学
校
の
中
学
部

お
よ
び
清
新
分
校
の
生
徒
が
、
作
業

学
習
で
作
っ
た
製
品
を
販
売
し
ま
す
。

日
時
　
2
月
6
日
㈮
　
午
前
10
時
〜

11
時
50
分
　
場
所
　
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
我
孫
子
南
口
店
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

問
　
千
葉
県
立
我
孫
子
特
別
支
援
学

校
☎
0
4
（
7
1
8
7
）
0
8
3
1

◆
家
庭
菜
園
「
農
薬
と
肥
料
を
上
手

に
使
お
う
！
」

　
農
薬
や
肥
料
の
正
し
い
使
い
方
を

学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
2
月
15
日
㈰

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分

　
対
象

　
一
般

　
30

人
（
申
し
込
み
順
）　
参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
1
月
15
日
㈭
の
午
前
9
時

か
ら
電
話
か
直
接
千
葉
県
立
北
総
花

の
丘
公
園
☎
0
4
7
6
（
4
7
）
4

0
3
0
へ

◆
楽
し
い
パ
ソ
コ
ン
教
室
「
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
」

　「
手
賀
の
丘
P
C
サ
ー
ク
ル
」
に

よ
る
楽
し
い
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
す
。

日
時
　
2
月
19
日
㈭
　
午
前
9
時
〜

正
午

　
対
象
　
高
校
生
以
上
の
パ
ソ

コ
ン
経
験
初
心
者

　
8
人
（
申
し
込

み
順
）　
参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
1
月
20
日
㈫
の
午
前
9
時

か
ら
電
話
で
千
葉
県
立
手
賀
の
丘
少

年
自
然
の
家
☎
0
4
（
7
1
9
1
）

1
9
2
3
へ

西  

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

講
座

　
紙
と
は
さ
み
を
使
っ
て
「
お
ひ
な

さ
ま
」
の
カ
ー
ド
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
2
月
6
日
㈮

　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象

　
一
般

　
16
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
作
家
　

秀
田
弓
子
さ
ん

持
ち
物

　
は
さ
み
、
セ
ロ
テ
ー
プ

参
加
費

　
4
0
0
円
（
材
料
費
ほ
か
）

申
　
1
月
30
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

石
橋
源
四
郎

　
白
井
児
童
館
の
入
口
脇
に
昭
和

39
年
（
1
9
6
4
）
建
立
の
「
石

橋
源
四
郎
顕
彰
碑
」
が
あ
り
ま
す
。

　
石
橋
源
四
郎
は
戦
後
の
公
選
制

に
よ
る
最
初
の
白
井
村
長
で
、
大

正
時
代
か
ら
戦
前
に
か
け
て
農
民

運
動
で
活
躍
し
た
政
治
家
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
27
年
（
1
8
9
4
）
八
木

村
（
現
流
山
市
）
の
花
野
井
源
蔵

の
家
に
生
ま
れ
た
源
四
郎
は
、
白

井
村
神
々
廻
の
石
橋
茂
三
郎
家
に

婿
養
子
に
入
っ
た
後
、
神
々
廻
を

拠
点
に
し
、
千
葉
・
茨
城
県
で
農

民
運
動
の
指
導
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
そ
の
背
景
に
は
大
正
時
代
中

頃
に
起
こ
っ
た
ロ
シ
ア
革
命
の
影

響
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
、
小
作

争
議
や
労
働
者
運
動
が
盛
ん
で
、

早
稲
田
大
学
関
係
者
が
先
駆
け
と

な
っ
た
農
民
運
動
が
広
が
り
、
早

稲
田
出
身
の
源
四
郎
も
こ
れ
に
呼

応
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
当
初
の
農
民
運
動
は
農
民
の
結

束
や
高
額
な
小
作
料
の
減
免
を
訴

え
る
も
の
で
し
た
が
、
や
が
て
有

産
階
級
の
地
主
に
対
し
、
無
産
階

級
の
人
た
ち
の
権
利
獲
得
を
目
指

す
政
治
闘
争
へ
発
展
し
て
い
き
ま

す
。
源
四
郎
ら
は
大
正
12
年
（
1

9
2
3
）
に
「
千
葉
県
農
民
組
合
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連
合
会
」
を
結
成
し
て
日
本
農
民

組
合
へ
加
わ
り
ま
す
。
大
正
14
年

（
1
9
2
5
）
に
日
本
農
民
組
合

が
中
心
と
な
り
、
初
の
無
産
政
党

と
な
る
労
働
農
民
党
を
誕
生
さ
せ

ま
し
た
が
即
日
解
散
さ
せ
ら
れ
、

以
降
、
治
安
警
察
法
撤
廃
も
含
め

て
戦
う
無
産
政
党
が
乱
立
し
ま
す
。

　
県
の
連
合
会
代
表
と
な
っ
た
源

四
郎
は
大
正
15
年
（
1
9
2
6
）

に
日
本
労
農
党
結
成
に
加
わ
っ
て

中
央
委
員
と
な
り
ま
す
が
、
労
農

党
は
内
部
抗
争
で
分
裂
し
、
三
・

一
五
事
件
で
結
社
を
禁
じ
ら
れ
て

解
散
し
て
し
ま
い
ま
す
。
源
四
郎

ら
は
独
自
路
線
へ
歩
み
出
し
、
昭

和
3
年
（
1
9
2
8
）
5
月
に
千

葉
労
農
党
を
組
織
し
て
衆
議
院
選

挙
に
う
っ
て
で
ま
す
が
落
選
し
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
後
、
全
国
大

衆
党
結
成
な
ど
に
参
加
し
な
が
ら

無
産
階
級
代
表
と
し
て
幾
度
も
県

議
選
や
衆
議
院
選
に
挑
み
ま
し
た

が
当
選
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
戦
後
の
昭
和
21
年
（
1
9
4
6
）

6
月
に
白
井
村
長
に
推
挙
さ
れ
、

翌
年
の
公
選
選
挙
で
も
白
井
村
長

に
選
ば
れ
ま
す
。
昭
和
23
年
（
1

9
4
8
）
に
は
千
葉
県
議
会
議
員

に
転
進
し
、
社
会
党
千
葉
県
連
の

会
長
と
な
り
ま
す
。
戦
後
す
ぐ
の

白
井
村
は
、
県
内
で
も
先
駆
的
な

診
療
所
や
病
院
の
設
置
が
行
わ
れ
、

県
内
最
初
に
農
地
改
革
指
定
を
受

け
て
い
ち
早
く
農
地
解
放
が
実
施

さ
れ
る
な
ど
、
源
四
郎
の
夢
は
戦

後
に
な
っ
て
実
を
結
び
ま
し
た
。

問
　
文
化
課
文
化
班
　
☎
（
4
9

2
）
1
1
2
3
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石橋源四郎（1894-1964）

み
順
）

持
ち
物
　
大
判
バ
ス
タ
オ
ル

申
　
1
月
30
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

日
時
　
2
月
3
日
㈫
　
午
前
10
時
45

分
〜

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
の
人

申
　
1
月
28
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福   

絵
あ
そ
び
講
習

　
固
形
絵
の
具
「
顔が

ん
さ
い彩
」
を
使
っ
て

い
ろ
い
ろ
な
絵
を
描
き
ま
す
。

　
童
心
に
返
り
、
絵
を
描
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時

　
2
月
3
日
・
10
日
・
17
日
・

24
日
（
各
火
曜
日
・
全
4
回
）　
午

後
1
時
〜
3
時

対
象

　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

　
20

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費

　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
1
月
26
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

鬼のお面

競技は真剣勝負！

　陸上の交通事故で親を失った子やその家族に対して、千葉県社会福祉協議会
交通遺児援護基金から見舞金などが支給されます。見舞金などは地域の民生委
員・児童委員が持参します。
　1度支給を受けたことがある人が別の激励金などの支給を受ける場合は、再度
申し込みが必要になります。
種類・対象・支給額など　下表のとおり

■申　1月30日㈮までに電話で社会福祉協議会へ

種類 対象 支給額など

見舞金 18歳未満で遺児となった日か
ら1年以内の子がいる世帯

1世帯10万円（遺児が2人以上いる世
帯は2人目から5万円を加算）

勉学奨励金 平成27年4月に小・中学校に
入学する遺児 2万円と図書カード1万円分

激励金 平成27年3月に中学校を卒業
する遺児 5万円と図書カード1万円分

 社  交通遺児に見舞金などが支給されます

2015.1.157



古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

2015.1.15 8み ん な の ひ ろ ば

　昨年12月19日、ウエイトリフ
ティングで活躍している、白井
市出身の安藤美希子さんが活動
報告に市役所を訪れました。
　安藤さんは「第17回アジア大
会」の女子58㌕級に出場され見
事5位入賞、また1年間著しい活
躍をした選手に贈られる「第64
回日本スポーツ大賞」（読売新
聞社制定）の競技団体別最優秀
賞にも選ばれ、1月8日㈭の表彰
式で表彰されました。

　安藤さんは「このような賞をいただけたのは、日頃応援や指導をしてくださ
る皆さんのおかげです。練習に行けない日は、保健福祉センターの健康増進ルー
ムでトレーニングをしたり、フォームの確認をしています。一つの技術を習得
するには10万回の反復練習を行い、体で覚えなければなりません。春には大学
を卒業し社会人となりますが、大きな国際大会出場を目指して精進していきま
す」と近況を話してくださいました。
　安藤さんから、写真で手にしている「アジア大会5位」の賞状を、市役所に寄
贈してくださいました。2016年開催の「リオデジャネイロオリンピック」出場
に向けてみんなで応援しましょう。

　昨年11月15日に白井コミュニティセンターで開催
された「第2回街コン『オミパde白井』」で見事カッ
プルになった12組の皆さんに「ハートの大どら」が
プレゼントされました。

　このハートの大どらは「市のふるさと産品『さ
つまやの大どら』」でおなじみの、さつまやで作ら
れています。大どら同様しっとりとした生地にマー
ガリンをたっぷり塗り、ほど良い甘さのあずきあ
んと栗の甘露煮を挟み、大きさはほぼ大どらと同
じです。
　店主の渋谷さんは「ハートの大どらはふつうの
大どらより作るのに手間が掛かります。じっくり
丁寧に焼くので量産はできませんが、数量限定で
事前に予約をしていただけたらがんばって焼きま
す」と話してくださいました。
　2月14日のバレンタインデーや大切な記念日のプ
レゼントにいかがですか。
■問　㈲さつまや　定休日　水曜日
住所　白井市白井423　☎（497）0621

◆
高
齢
者
な
ど
の
日
常
生
活
支
援

事
業

　
高
齢
で
心
身
の
衰
弱
が
出
始
め

た
人
や
病
気
の
人
な
ど
を
、
周
り

の
元
気
な
高
齢
者
が
日
常
の
生
活

を
平
穏
に
暮
ら
せ
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
し
、
自
立
し
た
生
活
へ
回
復
す

る
こ
と
を
支
援
し
ま
す
。
支
援
を

す
る
人
に
と
っ
て
は
、
役
割
を
得

る
こ
と
で
生
き
が
い
を
感
じ
元
気

を
も
ら
い
、
共
助
社
会
に
つ
な
が

り
ま
す
。
支
援
内
容
は
家
事
や
ゴ

ミ
出
し
な
ど
の
困
り
ご
と
で
可
能

な
事
を
手
伝
い
ま
す
。
利
用
料

金
は
1
人
30
分
単
位
の
支
援
で

3
0
0
円
で
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
平
成
23
年
度
か

ら
白
井
市
市
民
団
体
活
動
支
援
補

助
金
を
受
け
て
開
始
し
、
依
頼
件

数
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
共
生
社
会
の
い
し

ず
え
を
築
こ
う
！
　

　
定
年
後
の
自
由
時
間
は
現
役
生

活
よ
り
長
い
8
万
時
間
と
も
10
万

時
間
と
も
言
わ
れ
、
現
在
の
長
寿

社
会
で
は
ま
す
ま
す
そ
の
過
ご
し

方
が
そ
の
人
の
生
涯
の
質
を
左
右

す
る
、
重
要
な
時
間
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　「
N
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ラ
ボ
し
ろ

い
」
は
、
高
齢
化
社
会
で
健
康
・

長
寿
を
願
う
た
め
に
は
、
誰
も
が

自
身
の
役
割
を
感
じ
る
環
境
を
つ

く
り
実
践
す
る
こ
と
で
生
き
が
い

を
持
ち
、
さ
ら
に
、
ま
ち
づ
く
り

や
福
祉
の
充
実
な
ど
に
経
験
や
特

技
を
活
か
す
こ
と
で
、
地
域
の
社

会
貢
献
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
、
平
成
20
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
を
設
立
し
ま
し
た
。
現
在
、
会

員
数
は
一
般
会
員
（
法
人
運
営
）

13
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
（
高

齢
者
支
援
40
人
、
福
祉
有
償
運
送

6
人
）
46
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
内
容
は
、
市
民
へ
の

助
け
合
い
・
支
え
合
い
活
動
と
、

外
出
支
援
の
二
つ
を
軸
に
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
が
ど
の
よ
う
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
み
、
ま
た
地

域
が
連
携
し
て
行
う
高
齢
者
支
援

が
大
切
と
な
る
た
め
「
お
互
い
が

支
え
合
う
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
シ

ス
テ
ム
の
共
生
社
会
」
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
地
域
で
自
身
の
役
割

を
得
る
と
共
に
や
り
が
い
を
手
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
N
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ラ
ボ
し
ろ

い
」
の
活
動
内
容
や
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
は
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

collabo-sh
iroi.jp

）
で
確
認

で
き
ま
す
。

連
絡
先
　
細
川
☎
（
4
0
1
）

3
1
3
7

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動

支
援
班
　
内
線
3
1
5
1

◆
福
祉
有
償
運
送
事
業

　
移
動
困
難
者
の
通
院
や
生
活
に

必
要
な
「
車
の
送
迎
」
を
務
め
る

外
出
支
援
で
、
月
平
均
30
回
程
度

出
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

平
成
27
年
度
の
介
護
保
険
法
改
正

に
よ
り
現
在
の
要
支
援
1
・
2
の

人
が
利
用
で
き
る
「
新
し
い
地
域

支
援
事
業
」
の
中
で
、
私
た
ち
ボ

未
来
を
築
く
市
民
活
動
団
体
紹
介
26

「
N
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ラ
ボ
し
ろ
い
」

❖
俳
句
・
短
歌
を
募
集

し
ま
す

　
広
報
し
ろ
い
「
し
ろ
い
文
芸
」

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
俳
句
・
短
歌
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
毎
月

15
日
号
に
選
者
が
選
定
し
た
俳
句
10

句
、
短
歌
5
首
を
紹
介
し
ま
す
。

申
・
問

　
は
が
き
か
任
意
の
用
紙

に
「
短
歌
」「
俳
句
」
の
別
、
住
所
、

氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
場
合
は
本
名

も
）、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
で
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
か
直
接
持

参
、
〒
2
7
0
‐
1
4
9
2

　
白
井

市
復
1
1
2
3

　
白
井
市
役
所
秘
書

広
報
課
「
し
ろ
い
文
芸
」
係
　
内
線

3
3
7
2
〜
4
・

（
4
9
1
）
3

5
1
0
・ 

h
is
y
o
@
c
ity
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

※
投
稿
で
き
る
人
は
、
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
で
、
1
人
1
作
品
で

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
（
漢
字

に
は
ふ
り
が
な
を
お
願
い
し
ま
す
）。

　
締
め
切
り
は
毎
月
15
日
（
必
着
）

で
、
翌
月
の
15
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
作
品
に
は
選
者
の
添
削
が
入
る
場

合
も
あ
る
の
で
、
了
承
願
い
ま
す
。

天
　
萱
刈
れ
る
大
和
に
い
く
つ
仕
事
唄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
台
　
　
　
黒
河
内
和
子

地
　
冬
桜
寺
に
派
兵
の
慰
霊
塔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上

　
　
横
山
久
雅
子

人
　
名
も
知
ら
ぬ
草
草
青
く
冬
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
福
加
博
之

【
選
評
】　
天
　
萱
刈
り
と
仕
事
唄
の
取
合
わ
せ
は
絶
妙
で
す
。

こ
の
句
の
中
か
ら
伝
統
あ
る
仕
事
唄
が
流
れ
て
来
る
様
に
感
じ

た
。
そ
の
声
は
大
和
の
心
で
あ
る
。
地

　
遠
い
戦
地
に
派
遣
さ

れ
た
兵
は
魂
と
な
っ
て
や
っ
と
古
里
へ
帰
っ
て
来
た
。
今
は
里

寺
で
静
か
に
眠
っ
て
い
る
。
冬
桜
が
哀
し
い
。
人
　
冬
に
な
っ

て
も
草
が
青
い
と
言
う
の
は
南
国
と
思
う
。
伊
豆
や
房
総
安
房

の
国
、
冬
で
も
露
地
に
菜
の
花
が
咲
き
自
然
は
豊
か
で
あ
る
。

　
　
鯉
は
ね
て
い
や
増
す
静
寂
冬
の
池

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山

　
　
　
上
野
寛
義

泥
水
に
胸
ま
で
浸
る
蓮
根
掘
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
大
橋
　
茂

風
花
や
旧
き
護
符
焚
く
石
の
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
大
屋
キ
ヌ

水
鳥
の
水
の
輪
広
げ
羽
繕
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
小
林
し
を
り

泥
池
に
五
感
秘
む
る
枯
蓮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
齋
藤
順
子

無
限
な
る
時
間
を
区
切
り
年
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口
　
　
松
村
　
猛

御
嶽
の
一
万
尺
や
冬
籠
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
柳
沢
　
純

孫
六
歳
お
誕
生
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

娘
も
好
き
だ
っ
た
『
お
し
い
れ
の
ぼ
う
け
ん
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口

　
　
　
小
野
葉
月

【
選
評
】『
お
し
い
れ
の
ぼ
う
け
ん
』
は
四
十
年
ほ
ど
前
に
出
版

さ
れ
た
絵
本
。
母
と
子
が
同
じ
絵
本
を
読
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
ん
と
素
敵
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

町
会
の
搗
き
立
て
餅
を
喜
ん
で

箸
持
ち
挑
む
卆
寿
の
母
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
石
田
精
一
郎

小
春
日
に
ホ
バ
リ
ン
グ
す
る
虫
の
い
て

佇
む
わ
れ
の
目
を
の
ぞ
き
こ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山

　
　
　
上
野
佐
江
富

あ
れ
こ
れ
と
言
う
か
あ
さ
ん
の
小
言
よ
り

背
中
見
て
い
た
母
の
背
中
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込   

　
　
名
越
た
て
み

木
も
れ
陽
の
路
を
え
ら
ん
で
遠
廻
り

落
ち
葉
を
踏
め
ば
心
和
ら
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山

　
　
　
山
本
庸
雄

あずきと栗を詰める渋谷さん

熱～い「ハート」を焼いています
さつまやのハートの大どら

「第64回日本スポーツ大賞」の競技団体別最優秀賞に輝く！
安藤美希子さんが市役所を訪れました

賞状を寄贈した安藤さん

日常生活支援の様子

普通のどら焼き（左）の約 6倍は
ある「ハートの大どら」


